令和６年度兵庫県産農林水産物の流通・販売拡大支援事業及び

認証食品需要拡大事業（県産食材フェア）に係る業務委託　仕様書
１　業務目的
　　2025年の大阪・関西万博の開催等を控え、今後、多くの来県者が見込まれることから、兵庫県産品の認知度向上及び需要拡大を図るため、兵庫県産食材（以下、「県産食材」という。）を用いたスイーツを洋菓子店等で提供するフェアと、兵庫県認証食品（以下、「認証食品」という。）登録飲食店での需要拡大を図るため、認証食品や、認証食品を使ったメニューを飲食店で提供するフェアを実施する。
フェアの準備・開催期間においては、県産食材の生産地や認証食品の魅力、生産技術等も含めて発信することとし、県産食材のファン獲得に繋げるものとする。
２　名称
　　フェアの名称は下記のとおりとする
・スイーツ提供フェア　「コレも兵庫～HYOGO SWEETS FAIR～」
・認証食品提供フェア　「コレも兵庫～兵庫県認証食品オータムフェア～」
３　委託期間
　　委託契約締結の日から令和６年12月31日まで
４　委託料
　　3,300,000円（消費税及び地方消費税を含む）

５　委託内容
　　受託者は、下記(1)～(4)に掲げる業務を行うこととする。なお、業務の実施に際しては(5)に掲げる内容に留意する。
(1) スイーツ提供フェアの開催
兵庫県内の和・洋菓子店等において、県産食材を使用したスイーツを一定期間提供するフェアを開催するとともに、事前準備・実施に係る企画調整及び広報を行うこと。
ア　開催期間　令和６年10月１日から10月31日まで

イ　開催場所　県内全域の和・洋菓子店等
ウ　内容
(ｱ) 参加店募集業務
フェア参加店舗の募集・選定（各地域（神戸・阪神、播磨、丹波、但馬、淡路）５店舗以上を目標とし、全県25店舗以上とする）。選定に当たっては、効果的な広報を行うことができる店舗とする。
また、参加店舗には認証食品を使用した商品を提供するよう推奨すること。

(ｲ) 参加店舗との調整業務
フェア参加店舗とのフェア開催に向けた事務的な調整やフェア期間中の商品や対応等に関する調整を行うこと。問合せについては必ず記録を残すこと。
(ｳ) フェア開催期間中の問合せ対応業務
電話、電子メール等により問合せに対応する窓口を設置すること。
(ｴ) アンケート収集業務
参加店舗への来店者からの意見、要望、満足度等の調査を実施すること。また、参加店舗からフェア期間中に提供した県産食材を使用した商品の販売数や県産食材の継続利用に関する意向などを取りまとめること。なお、参加店舗に過度な負担をかけないよう配慮すること。

(ｵ) その他、事業実施に係る管理・運営
エ　留意事項
(ｱ) 使用する県産食材については、事務局と協議し、決定すること。
(ｲ) 参加店舗にて提供する県産食材を使用した商品については、新規商品を
開発することが望ましいが、既存の商品を活用することも差し支えないも
のとする。
(2) 認証食品提供フェアの開催
兵庫県内全域の兵庫県認証食品登録飲食店において、認証食品を使用したメニューを一定期間提供するフェアを開催するとともに、事前準備・実施に係る企画調整及び広報を行うこと。
ア　開催期間　令和６年11月１日から11月30日までの１か月とする。
イ　開催場所　県内全域の兵庫県認証食品登録飲食店
ウ　内容
　　  (ｱ)　参加店募集業務
フェア参加店舗の募集・選定（各地域（神戸・阪神、播磨、丹波、但馬、淡路）５店舗以上を目標とし、全県25店舗以上とする）。選定に当たっては、既存の登録飲食店より選定とする。
(ｲ)　参加店舗との調整業務
フェア参加店舗とのフェア開催に向けた事務的な調整やフェア期間中のメニューや対応等に関する調整を行うこと。問合せについては必ず記録を残すこと。

(ｳ) フェア開催期間中の問合せ対応業務
電話、電子メール等により問合せに対応する窓口を設置すること。
(ｴ) アンケート収集業務
参加店舗への来店者からの意見、要望、満足度等の調査を実施すること。また、参加店舗からフェア期間中に提供した認証食品を使用したメニューの販売数や認証食品の継続利用に関する意向などを取りまとめること。なお、参加店舗に過度な負担をかけないよう配慮すること。

(ｵ) その他、事業実施に係る管理・運営
エ　留意事項
(ｱ) 参加店舗にて提供する認証食品を使用したメニューについては、新規メ
ニューを開発することが望ましいが、既存のメニューを活用することも差
し支えないものとする。
(3) 広報業務
(1)及び(2)に掲げるフェア及び県産食材、認証食品の認知度向上に資する広報業務を実施すること。その際、以下のア～カの項目については必須とする。

ア　フェアに関するHPの作成及び管理運営
事務局が指定する県産食材及び認証食品とその特長や、使用食材の生産者等を紹介すること。また、参加店舗、使用する県産食材及び認証食品、提供する商品やメニューの名称及び写真等の情報は必ず掲載すること。内容に関しては、事務局と協議の上決定する。

なお、広報業務にあたり撮影した写真はすべて事務局に成果物として提出するものとする。

イ　チラシ、ポスターの作成

(ｱ) 作成部数
店舗への配布を含め、周知に効果的な枚数とする。ただし事務局にポスターB1サイズ10部、B2サイズ10部、チラシ700部をフェア開催までに納品すること。

(ｲ) 記載内容

店名、使用する県産食材及び認証食品、提供する商品やメニューの名称、料金及び写真、店舗へのアクセス等の位置情報などの参加店舗の情報を記載すること。

ウ　フェアの周知

フェアで提供する県産食材及び認証食品を使用した商品やメニューが視覚的にわかるようなPOP及びシール等を作成し、フェア開始前までに店舗へ配布すること。また、フェアの周知に繋げるよう、店頭、ショーケース、客席等の分かりやすい場所に設置するよう店舗へ依頼すること。

エ　ロゴマーク

全ての広報にあたっては事務局が提供する「コレも兵庫」のロゴマークを使用すること。
オ　キャンペーンの実施
スイーツフェアと認証食品フェアの２つを通して参加した方向けにプレゼントキャンペーン等を実施すること。
　　 カ　その他　

県産食材及び認証食品を一人でも多くの人に知っていただくために、上記以外に効果的なPR（Instagramの運営等）を１つ以上実施すること。
(4) 実績資料等の提出
ア　実績報告書の作成　

業務実績報告およびその電子データを業務完了後、すみやかに提出すること。実績報告では、参加者属性や意見・要望、満足度等をアンケート等により定量的に取りまとめること。

イ　フェア中の記録
フェア開催期間中は、全店舗の開催状況を撮影、記録することとする。撮影に当たっては全景、商品（スイーツ）、認証食品使用メニュー、パンフレットの設置状況等のフェアに参加していることがわかるよう記録すること。
(5)　フェア実施等に際しての留意事項
ア　委託料の使途として県産食材、認証食品の購入費用には充当しないこと（別途、費用措置なし）。
イ　飲食販売を実施するにあたり、常に食品衛生法その他関連法令を遵守し、監督官庁の指示に従うこと。
６　その他
(1)　業務の遂行において疑義が生じた場合には、協議会事務局と協議し、その指
示に従うものとする。
(2)　業務内容については、協議会提案内容を含めて、調整・変更することがある。
(3)　全ての成果物の著作権は協議会に帰属するものとする。

